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問２ 

大人の知覚は視覚、聴覚、嗅覚、味覚、触覚によって認識されるものだけでなく、記憶や知

識から推測や想像することもできる。しかし、生まれたばかりの子供の知覚はその瞬間に感

覚で認識されたものに制限される。（98字） 

 

問 3 

通説では、生まれたばかりの子供の知覚は視覚、聴覚、嗅覚、味覚、触覚がそれぞれ別々に

分かれており、それらを統合することができないと考えられている。また、子供の知覚には

恒久性がなく、物体の大きさ、色、位置、存在はその物体の環境における感覚の質によって

変動するとされている。（134字） 

 

問 4 

通説は考察による仮説であって、子供を実際に観察して得た根拠を基に発展したものではな

い。また、仮説では生まれたときの脳は大人と構造が違い、知覚機能がないとされるが、構

造と機能の関係は不明で、子供の脳が知覚の能力を持つことは明らかだ。今後の研究として

は、子供の知覚を直接覗き込むことが求められる。（146字） 

 

II. 

150字以内で「医師と患者の効果的なコミュニケーション」について、例を挙げて書きなさ

い。 


